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４．進捗報告会における進捗報告および推進委員のコメント

１）進捗報告会における推進委員のコメントの分析

学生協議会における推進委員は、工学、社会学、介護学などの有識者であり、各々の専門的な見

地から、学生協議会のアイデアについてアドバイスを提供し、事業の推進を図る役割がある。また、

今後の人材育成の観点から学生へのコメントは、指示・命令調ではなく自主性を尊重し、促す姿勢

で臨むことをあらかじめ申し合わせている。

これらのことを踏まえ、各推進委員から寄せられたコメントをカウントし、その内容について発

言内容の概念を抽出してカテゴリー化を図った。その結果、推進委員のコメントカテゴリー（以下、

コメントカテゴリーという。）の内訳は、１０種に分類することができた。なお、概念抽出に際し

ては１つのコメントに複数の概念が混在する場合は重複してカウントしている。

（１）進捗報告会におけるコメント数

３回にわたって実施された学生協議会による進捗報告会では、推進委員から全体で３０５件のコ

メントが寄せられた（図ｖ-４-１）。コメント数の推移においては、３回目で件数が減少する傾向

にあった。これは、学生によるロボットの提案の具体化と課題の焦点化に伴ったものと考えられる。

一方、チーム別のコメント数は平均で６１件であり、委員１人あたり平均６．７件のコメントが寄

せられていた（図ｖ-４-２）。

図ｖ-４-１　推進委員のコメント数　　　　　 図ｖ-４-２　チーム別推進委員のコメント数

（Ｎ＝３０５）　　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ＝３０５）
※事前の書面コメントと当日の口頭によるコメントの重複部分はカウントから除外した

（２）進捗報告会におけるコメントカテゴリー数　

コメントカテゴリー数は、全体で７３８件であり、回を追うごとに件数が増加する傾向にあった

（図ｖ-４-３）。これは学生によるロボットの提案が具体化するに伴って、多くのメッセージを含

むコメントが発せられたことを示している。また、チーム別のコメントカテゴリー数をみると、Ａ

グループのみ２２１件と多くのコメントが寄せられていた。これは、２つの課題（①ゴミに関する

課題、②新しい多機能トイレ）に取り組んでいたことが影響したものと考えられる。一方、ほかの

グループは１１２～１４９件で推移していた。課題は、いずれも１つに絞られており、Ｂグループ

が「パーキンソン病の歩行の課題」、Ｃグループが「認知症のメモ機能の課題（後に義歯に発展）」

、Ｄグループが「コミュニケーションソフト開発」、Ｅグループが「薬の飲み忘れ支援」であり、

比較的に限定的な課題設定であったことに由来したと考えられる（図ｖ-４-４）。
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　　　図ｖ-４-３　推進委員のコメント           図ｖ-４-４　チーム別推進委員のコメント

カテゴリー数（Ｎ＝７３８） 　　　　　　　カテゴリー数（Ｎ＝７３８）

（３）進捗報告会におけるコメントカテゴリー数の内訳

前述のとおり、コメントカテゴリーの内訳は、１０種のカテゴリーに分類することが可能であっ

た。その内訳の詳細をみると、「着眼点」に関するコメントが最も多く１９３件であり、次いで

「知識・情報の提示」が１１８件、「検討方法」が１０４件、「提案」が８０件であった。これを

みると、推進委員は着眼点や着想に最も重きをおき、必要に応じて知識や情報を提示し、検討の進

め方や具体な提案を促すなど、協議会の側面から協議を推進する役割を担っていることがうかがえ

る。一方、学生の取り組みを「評価」するコメントが９９件、「アイデアなどに期待」するコメン

トが４１件と一定程度認められ、他方、「進め方などへ指摘」するコメントは１２件と少なかった。

これらのことから推進委員のコメント姿勢は学生協議会に対して支持的であったことがうかがえる

（図ｖ-４-５）。

　

図ｖ-４-５　推進委員のコメント内訳（Ｎ＝７３８）

２）進捗状況報告および推進委員のコメント（第１～３回）

第１～３回の学生協議会における進捗状況および推進委員のコメント、ならびに最終報告会にお

けるプロトタイプの発表および推進委員のコメントについて詳細を表ｖ-４-１に示す。
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表ｖ-４-１　進捗状況および推移委員のコメント

会　期 進捗状況 推進委員のコメント

第１回 〇見学などを通じて、大事なことを見つけられてよかった。

受け身ではなく、次のステップに踏み込んで、課題の本

質はどこにあるのかをもっと深く考えて頂きたい。一人

ひとりがどういう問題を抱えていたか、抽象的ではなく、

目の前にいる人がどうだったか、個々の問題に目を向け

て頑張ってほしい

〇介護の発想ではなく、自立支援の発想はよいことである。

一方、安全性の確認や、担保および自己責任についてど

う考えるのか議論されるとよい

〇自立支援、尊重という点は、深く掘り下げるとよい。例

えば、理想と現実の狭間で葛藤する介護職員と関わりを

深くもったうえで、利用者の主体性がどこまで広げられ

るのかを考えると具体的な手段が固まってくると思う

〇利用者、介護者と関わりを続けることが大事である。

「一人の人生と関わる介護者」を追いかける、見つめ続

けることも検討してみるとよい

〇支援機器の利用者について、医療系の学生さんが他の学

生さんに説明し、見た目でわかること以外も考慮して検

討するとよい

〇生活の中で利用するものであれば、生活の一面のみでな

く、生活で使うことを考えて検討を進めるとよい。また、

デザインがよいと使用したいというモチベーションが高

くなる

〇利用者側をよく知る人にみてもらい、ブラッシュアップ

するとよい

〇成果発表用のポスターや展示方法にも学生さんのアイデ

アを盛り込んでください

〇「自立を支援する」ことは、介護の基本。自立って何？

「元気」であること？「元気」って何？「元気な状態」

を維持するってどのようなことか、もう一歩踏み込んで

ほしい

〇受け身な感想が目立つので、誰がどうして困り、その本

質的な課題がどこにあるのか、個々の問題にも目を向け

てほしい

〇自立支援において利用者中心の視点を大切にしてほしい

〇具体的なテーマに結び付けるのがたいへんかもしれない

ので、十分にディスカッションをしてほしい

〇ペルソナ（仮想人物）や、１日のジャーニーマップ（時

系列で、ターゲットの行動を明確化する）をつくって、

テーマの発見につなげてみてはどうか

〇テーマの方向性の検討として「自立支援」をあげられた

が、これはとても大切な考え方である。「自立」といっ

ても身体、精神、社会的自立といった側面、さらに「自

律」の意味合いを介護ではとても大切にする

〇「人として尊重すること」を大切にするといった発表も

ありましたが、とても大切である。今後開発する中で、

ここに戻り点検してほしい

〇施設見学に行かれて、みなさんが感じたことがレポート

から伝わってきた

〇自分たちが感じたことの重要性を検討することに加えて、

他のチームの感じたことも考えるとよい。それにより、

沢山の目でみた視点と課題を総合的に整理することがで

きる

〇「自立支援」「本人の目線」「本人が望むこと」の視点

はとても大切である

〇「自立を支援する介護」は、単にお世話ではなく、本人

が実現したいこと（自己実現）を支援することにある。

その条件（課題解決）を整えることが、自立を支援する

介護につながる

〇ディスカッションの方向性に「自立支援」が入っている

ことは、たいへん評価できる

〇「できないことをお手伝いする」という発想は、自立支

援とは異なるので、そのことに気づいており、すばらし

いと思う

〇課題は「元気な状態の維持」となっているが、維持にと

どまらず、可能であれば「状態の改善」も射程するとよ
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い

第２回 〇健康寿命に関するアシストロボットは、非常に重要なテ

ーマであり、具体的なアイデアに期待している

〇健康寿命という視点は、とてもよい。例えば、自分が６

５歳になった時、どうなっているのだろうかと、イメー

ジしながらアイデアを出すと面白いものが出てくるので

はないか。歩くことができるなら、筋トレとして靴を重

くし、歩く際に負荷をかけ、歩いた距離は短くても、よ

り体力を使うことによって、お腹が空き、おいしいもの

を食べに行く。その際にも、何かアドバイスがもらえる

といったような、さまざまなアイデアが出てくることを

期待している

〇モチベーションが上がるような例をいくつかサンプルで

示すと、よりよく理解されると思う。ぜひ、元気に趣味

が楽しめるものを考えてほしい

〇趣味を楽しみたい人というのは、具体的にはどのような

人をイメージしているのか

〇なんらかの体力的な情報を知ることができ、どこにお店

があるかも教えてくれるような機器だとした場合、利用

者の体力だとこれが使えるとか、こういうのがもっとあ

るとか、機器が教えてくれると、いろいろな可能性が広

がるのではないかと感じた

〇健康に着目した点は、たいへんよいところと思う。この

アイデアの新しいところを整理するとよい

〇趣味に目をつけているので、これをターゲットにしては

どうか

〇身体に装着型(ウェアラブル)の万歩計であるが、心臓の

負荷指標は確立されているため、楽しむより医療的な感

じが強くなる。また装着型だと、いつ付けるかというこ

とも考える必要がある。類似した機器が多くあるので、

他のものとの相違点、この機能の新規性はどこにあるの

かを明確にしてほしい

〇対象者を利用者（被介護者）個人とした点はよいと思う。

65歳の人の生活は、施設入居している人は少なく、労

働している人も多い。85歳の人の生活は、生活そのも

のが個人ではままならず、施設入居介護をすることが多

く、労働もしておらず、時間はあるなど、深堀りすると

ターゲットが明確になるかと思う

〇趣味を継続できているか、継続したくてもできていない

人がどのくらいいるかも調べてみると、高齢者の生活が

現実的にみえ、それを踏まえた夢のある未来がイメージ

できると思う
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〇「利用者個人の生活の幅を広げる」というのは。よい視

点である。対象者を 65歳以上に絞った点については、

65歳、75歳、85歳、95歳とそれぞれの年代で生活歴な

どは大きく異なるため、どこまでを想定しているかによ

って具体的にするとよい

〇個人ごとに健康が異なるという視点が素晴らしい。消費

体力の指標、食事や運動量などを踏まえ、会話量なども

含めてペース配分や励ましを与えてくれるシステムにな

るとよい

〇やりすぎを防ぐなどといったペース配分を教えるだけで

なく、高齢者にもっと頑張れと励まし、ビシビシ鍛える

ような機能をもつ装置も魅力的だと思う

〇できれば、ユーモアのある物をいろいろと考えてもらえ

ると嬉しい。知らないことをさまざまな方々に聞くこと

は、とても大事だと思うが、その聞いたことから、みな

さんが一緒に考えて、アイデア、作品をつくることを通

じて、たくさん気がつくことがあると思う。よいと思っ

ても、うまくいかないこともあるかと思うが、うまくい

かない原因がわかれば、さらによい提案ができると思う。

そうすると聞いたことが知識でなく、応用がきく知恵に

つながると思う。そういう意味で、本事業はたくさんの

失敗をして、たくさんの発見するよい機会だと思う。限

られた時間で、厳しいと思うが、なるべく楽しく進めて

ほしい。みなさんの活動を拝見し、私も気づくことが

多々あり、感謝している

〇体力維持のための活動として、行ったことを定量化して

みせることは、非常に効果的かと思う。もし、できれば

「行ったこと」にとどまらず、「できるようになったこ

と」「進歩したこと」がみえるようになると、さらに効

果的である。例えば、自分自身の学校の成績を思い返し

てみて、机に向かって勉強に費やした時間を教えてくれ

るのは、勉強の励みにはなるが達成感は限定的である。

自分自身が変わったと感じられる瞬間があると納得感が

あり、うれしい。せひ、この違いを考えてみてほしい

〇身体的自立、精神的自立、社会的自立の相互作用にも着

目している点も評価できる。屋内での活動と、屋外での

活動では、消費エネルギーのみならず、さまざまな要因

が変わってくるので、その辺りも意識して議論を進めて

いけるとよい

〇健康的な行動・意識を維持・向上するためのツールをテ

ーマにしており、幅広い層を対象にできそうである。高

齢期は、複数の疾患をもっているなど、活動制限のある

既往症への対応も必要だと思う。歩数は、一般的によく

使用される運動指標であるが、車いす生活者には意味を

もたなくなる。このような対象にも活用の可能性が広が

り、今後は、すでにあるアプリとの差別化を含めて検討

を重ねて頂きたい

〇体力の減少ぶんをどのように数値化するのかが大きな課

題である。万歩計やスマートウォッチとの差別化を図っ

てほしい。脈拍や血中酸素濃度は METSで簡単に測れる

が、消費エネルギーへの換算と、各自が保有している体

力を事前に測定する必要がある

〇わが国において、健康寿命の延伸は最も重症な課題の一

つである。健康の維持＝「歩くこと」として絞っていっ

たのはよいと思う。提案物の具体的な形状は明記されて

いないが、今回の報告からスマートフォンやタブレット

の「アプリ」のようなものをイメージした。そこで、散

歩支援のアプリを少し調べたところ、それはたくさん出

てきた。歩数、心拍数を計測するものはもちろん、コン

ビニの場所を知らせるナビ系のアプリ、動機づけのため

に歩くことで自社のポイントやクーポンが貯まるものま

であった。介護ロボットの範囲が広いとはいえ、このよ

うな健康支援アプリとの差別化を図らなければならない

と思う。ただ真面目に取り組もうと考えると、簡単なこ

とをかえって難しくしてしまうので気をつけてほしい
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第３回 〇ゴミュニケーションロボットは、面白いのでアイデアを

膨らませてほしい。例えば、東京は大雨でたいへんだっ

た。ゴミの選別とかがあるが、このロボットですべて固

めて、そこで老人が土嚢をつくるとか、ごみを捨てるの

ではなくて、老人がロボットを使って社会を守れるよう

なことを考えていくのも一つのアイデアかと思う

〇ゴミの分別は、現実的課題である。ペルソナ像はもう少

し高年齢設定でもよいのではないかと思う

〇どのようなサンプル試作がでてくるか、たいへん楽しみ

である

〇生活を考えるうえで、ゴミの問題は切り離すことはでき

ない。着眼点としては、とても面白いと思う。家庭の暮

らしの中で、あるいは街の中で活躍できるものを考えら

れたらよい

〇ゴミを投げるとシュッと受けてくれるゴミ箱や、手に何

かを持って、きょろきょろしており、そのような人をカ

メラなどでサーチしてゴミ箱から寄ってきてくれるなど

考えてみてはどうか

〇二本立ての案で進めるのか。ゴミュニケーションロボッ

トのほうは、地域によって分別がいろいろ違い、それす

べてに対応しようとすると難しい。例えば、紙オムツは

水分を含んでいるため、その処理がたいへんになる

〇ゴミュニケーションロボットは、高齢分野以外にも重宝

されそうである。ゴミをよく出す位置に近づいたらロボ

ットが近寄ってきてくれる AI機能も搭載する可能性も

あり、また段差への対応なども検討に加えてほしい

〇整理整頓が難しくなる高齢者がたくさんいるが、分別し

てくれる機能はとてもよい。遠隔操作システムとのコラ

ボもよいと思う

・ゴミュニケーションロボットという言葉は、初めて耳に

した。高齢者の一つの徴候として整理整頓ができなくな

るということがある。認知症の徴候で、片付けることが

できない、段取りすることができない、ゴミではないが

同じものがあるなどといったことがモニターできるとよ

いと思う
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会　期 進捗状況 推進委員のコメント

第１回 〇パーキンソン病にフォーカスをあてた点は、他のグルー

プにないユニークな視点で、1つに絞ると問題が明確に

なり、焦点が絞りやすい。パーキンソン病に関する製品

としては、リズムをつくりやすくするものなど、いくつ

かあるので調べて頂きたい。モビリティに着目している

ようではあるが、パーキンソン病については、食事、書

字、振戦を抑えるような製品なども考案されている。暮

らしの中で自分のできることを増やしていけるという視

点でみていくのもよいのではないか

〇歩行リズムの規則や、何のために歩くのかにも目を向け

るとよい

〇パーキンソン病については、医療系の学生さんから病気

の特徴についての知識などを得るとよい。歩くことでど

のような効果があるか、原因のほうも考えると、より工

夫ができ、個々をみるということにも配慮して頂きたい

〇「歩けるようになりたい」という点について、モビリテ

ィの確保という以外にも、生きがいなどの意味もある。

「歩きたい」というのは手段の場合が多いが、では何の

ために歩きたいのかという点について、より深く考えて

頂きたい。例えば、歩いてトイレへ行けるようになりた

い、旅行に行きたい、北海道に行きたいなど、歩くこと

の先の目的は何かということを、もう少し深く考えてみ

ると一人ひとりのやりたいことや生活につながっていく。

「～したい」の本質が何であるのかを考えて頂きたい

〇歩くというのは、実は倒れないと歩けない。なぜうまく

歩けないかということも人によって違う

〇支援機器の利用者の体のことについて、医療系の学生さ

んが他の学生さんに説明し、見た目でわかること以外も

考慮して検討を進めてほしい

〇生活の中で利用するものであれば、生活の一面のみでな

く、生活の中で使うことを考えて検討してほしい。デザ

インがよいとモチベーションが高くなる

〇案をできれば利用者側をよく知る人にみて頂き、ブラッ

シュアップしてほしい

〇「転ぶ」ことのリスクは、転ぶことの後にある。転んだ

後に骨折したりしてＡＤＬが低下することがリスクとな

る。国の事業に学生時代に参画できるのは素晴らしい機

会なので、精一杯楽しんで頑張って頂きたい

〇認知症の方など、何かがないと何もしないで日々過ぎて

いくため、その何かのきっかけ（機会）があると、もっ

と一緒にできることが増えるかもしれない。自分だった

らどうかという視点をもって考えてほしい。施設見学も

一回といわず、継続的にきて実際に体験しながら考えて

いって頂きたい

〇複数の視察で、多様な観点があることがわかったと思う。

ここから導きだしたテーマ「リハビリ」の有効性を高め

ることについては、やはりそのリハビリにより利用者の

生活がどうなるか、スタッフ側がどうなるかという評価

をバランスよく行っていくと「使えるモノ」が具体化で

きる

〇歩行が確実になったらどうなる、ということを利用者自

身が実感でき、自分のためにやりたい、使いたいと思っ

てもらうために何をどうしたらよいかという観点も大切

である。利用者の支援をする介護者も、そこが明確にな

ることで専門職としての面白さ、やりがいも見出すこと

ができ、心的負担と捉える考え方が変わっていくと思う

〇歩行が楽しくなるようなアイデアを出してもらうとよい

〇自分でできることを自分で行うことが、機能・能力維持

の基本的な考え方の一つである。そのためには、①でき

ること、②できないこと、③できそうなこと、④アセス

メントが必要である。自主トレーニングは、①を安全に

行うことである。②～④はリハの専門家が行うのが一般

的である

〇歩行に着目した点は高く評価できる。ただ、これから機

器を開発するための背景として、「歩行の意味や効果」

を少し掘り下げておくと、機器を開発する意義が明確に

なると思う

〇歩行は、移動手段であると同時に、循環器系、呼吸器系、
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消化器系などに、さまざまな好影響を与える。また、覚

醒水準の向上にも大きく寄与する。それらの効果を認識

したうえで、安全な自主的リハビリ環境、職員とのリハ

ビリの質向上、転倒しない歩行補助ロボットの開発、利

用者の活動内容や特徴の記録機能を考えていくとよい。

運動学習理論で考えると、歩行の安定のためには、少量

頻回でよいので、歩行量を確保することが大切である。

それを支援できる機器が開発されれば、大きな効果が期

待できると思う

第２回 〇パーキンソン病の人にとって、何が本当に楽しみなのか

を分析して頂き、その人達が楽しく暮らせるロボットの

具体的アイデアに期待している

〇リハビリを楽しくするということであれば、もっと医療

的な面を学ばれると、その知見も活かした面白いものが

発想できると思う

〇パーキンソン病の歩行障害（転倒）に着目し楽しく歩く

ことを支援しようとするアイデアはよい。転倒しそうな

状態なのか、常に転倒する状態の方を対象にするのか検

討してほしい。転倒の特徴的なパターンを調べて制御方

法を検討してみてほしい

〇転倒は、パーキンソン病の一つの特徴であり、転倒が目

立つようになると病気が進行しているサインという側面

がある。転倒しそうな人を対象にするのか、常に転倒す

る状態の人を対象にするのか、より対象を絞る必要があ

る。また、パーキンソン病の３大兆候にあるすくみ足

（自分には前へ進む意志はあるのに、そのための一歩を

踏み出せない状態）を制御するような機器もある。足が

すくんでいる人が前方にレーザーが照射される機能を使

って、レーザーに向かって歩こうとして、すくみ状態が

なくなることがあり、そういう能力が残っている人に有

効な機器である

〇目的があって楽しく歩くというのは、とても大事な視点

で伸ばせるところだと思う。どういう場面を歩くかとい

う想定もして頂きたい

〇パーキンソン病の方の生活に楽しみと可能性を見出せる

ようなアイデアになるとよい

〇歩くことは生活に必須なもの。生活に潤いをもたらすも

のがある。楽しみというポイントでは、後者にスポット

をあてて検証してみるとよい

〇段差や障害物が日常生活をつなげる中で、どんな場面に

あるのかパーキンソンの方がどんな場面に恐怖心や緊張

感を感じるのか、直接情報を得るとよい

〇パーキンソン病の運動支援に絞り込んでいる点がよい。

歩くことが目的である、また手段である人への支援の仕

方を考え安全確保をどうするかが課題と思う。実際に患

者さんを体験できるとよい

〇パーキンソン病に着目している点はよい。歩くのは人間

の最も重要な基本動作であるが、歩くことが「目的」の

場合と「手段」である場合がある。目的の場合は、それ

をどう保つか、達成感（その日のノルマをクリアできた

か、昨日よりよく歩けたかなど）がポイント。手段の場

合は、「ある人に会う、あることをしたい」などの願望

をうまく満たせることが必要になる。目的を達成するた

めには、「行きたい場所を教えてくれること」を支援す

るようなアイデアがあってもよいのではないか。その他、

危なくないか、安全確保を考える必要がある

〇パーキンソン病の方は、視聴覚刺激を与えると、1歩目

を踏み込む刺激になる。例えば、階段を指すと登れたり、

段差が目印になって歩けたりすることがあるが、平地に

なって一度止まってしまうと、歩けなくなってしまうと

いう特徴がある

〇ユーモアのあるものをいろいろ考えてもらえると嬉しい。

知らないことをさまざまな方々に聞くことはとても大事

だと思うが、その聞いたことから皆さんが一緒に考えて、
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アイデア、作品をつくることを通じて、きっとたくさん

気がつくことがあると思う。よいと思っても、うまくい

かないこともあるかと思うが、うまくいかない原因がわ

かれば、さらによい提案ができると思う。そうすると聞

いたことが知識でなく、応用がきく知恵につながると思

う。限られた時間で、厳しいと思うが、なるべく楽しく

進めてほしい

〇進歩がみえないと、やる気が続かないのは理解されてい

るようでよい。ぜひ、「歩いた距離に応じた達成感」は、

どのような達成感なのかを想像してみてください。進歩

がなかなかなく、少しずつしか前進できない時に、どの

ような効果の見せ方がよいかを検討してみてください

〇身体的な刺激だけでなく、精神面にも働きかけようとし

ている点は評価できる。パーキンソン病の利用者への歩

行補助具としては、センサ付き杖などがすでに市販され

ている。今回は、視覚刺激と聴覚刺激の両方を考えてい

るようで、より実践的なツールを開発できることを期待

している

〇運動機能障害のある方の心理的特性をよく捉えている。

パーキンソン病では、歩くことに自信がなくなったり、

不安であったり、恐怖になることもある。より安全に歩

けることが「歩くことが楽しい」につながるのだと思う。

立ち止まって動けなくなった際に、レーザーで足形を照

射するアイデアは面白いと思う。本人の歩く意欲をアッ

プさせるような仕掛けについて、使う方の年齢などのイ

メージを忘れず検討してほしい

〇歩くことは楽しいことなのか？ 歩行は手段であって目

的ではないように思う。ドーパミンは「快」を感じる時

に分泌されるので、どのようにしてその方に「快」を感

じて頂くかが鍵である

〇人々は喜びを感じることで行為が変容するというもので、

「ピアノ階段」や「世界一深いゴミ箱」などがある

〇パーキンソン病の方の歩行支援という課題が明確になっ

ているので、具体的なアイデアが出てきていてよい。

「既存の歩行器に外付けできるタイプ」という汎用性の

高さも、それを導入する施設側にとっては、たいへんあ

りがたいものである

〇達成感やゲーム感覚など、動機づけや意欲づけにつなが

るところを合わせて考えるところもよい

〇病気による症状に対し対処するものであるならば、医学

的な知見を有する方からの助言を求めてください
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第３回 〇医学的な専門的なことに入り込むと、アイデアおよび実

現性がないのではないかと思う。例えば、震えが出ても

それを感じないように歩く工夫とかのほうがよい

〇楽しさ→切実な希望（恐怖、不安に常に向き合っている

当事者）

〇現実につながるもの（自信がもてるトレーニング的役割）

→使い続けられる→機能、生活レベルなどが維持できる

〇楽しさが単なる付加価値ではなく、生きていく切実な部

分であると思う。体が固まることへの不安や恐怖を常に

抱えている。現実的には何かがしたいというところまで

をつなげられるような、現実性を帯びた中身になってい

ると、より効果的なのではないかと思う

〇単なる移動としての歩行でなく、健康増進、楽しみにつ

ながる生活の一部として継続できるような支援が大切で

ある

〇歩行が安全に楽しくできるものがよい。いったん止まる

と次の一歩がなかなか出ない、スピード調節がなかなか

できないといったところに、歯車の中にスピードの調整

機能が加わるとよいと思う

〇楽しさをどう表現するか、達成感だけでなく、つい出て

楽しくなるようなものを取り入れて頂けるとよい

〇患者数が増加するパーキンソン病を対象にされ、将来性

がある。歩行時の安定性を保つために、歩行器が前方に

出ていくことが防止できるような機能を追加検討してほ

しい

〇パーキンソン症状は初動が難しい。歩行の正常状態にな

るまでが難しいのでトータルにサポートする視点も必要

である

〇リズム刺激は音声で行うのもよいと思う

〇歩行器（既存）の構造と障害のマッチングをしたほうが

よい

〇パーキンソン病の方は、歩行に至るまで座っている状態

から立ち上がる時の初動にも時間がかかることがある。

そういったところも含めトータルでサポートできるよう

に考えるとよいと思う。この歩行器では、骨盤の回旋が

あまり出ないので、そこをどうすればよいかも検討する

必要がある。既存の方法を調べてみて、どの方法でやる

かを考えるとよいのではないか
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会　期 進捗状況 推進委員のコメント

第１回 〇短い見学期間の中で、多方面での意見が聞かれた。老老

介護のショートステイの患者さんの在宅でたいへんさが

聞かれた。誰のための課題なのかというのを利用者、介

護者両者の視点からみて、ニーズを深堀りしてほしい。

既存のロボットには、どのようなものがあるのか調べて

みてほしい。発表以外にも課題がもっと出てきていた。

認知症の人のメモの紛失が困っていたなど、面白い着眼

点があった。グループでよく議論して精査して頂きたい。

目にみえる困りごとが、利用者と介護者両者の側の視点

に立って、その背景にある課題の深堀りをしてほしい

〇アイデアは現段階で絞り込まず、すべてアイデアに対し

て検討してほしい

〇アイデアは目にみえた困りごとレベルでとどまるため、

なぜ現場はそうしているか、改善することで何がどのよ

うに変わるかなどについて考えていく必要がある

〇面白いことを見つけているので、絞り込み先をもっと考

えるとよいのではないか。立ち上がりについて、在宅対

象でうまく解決できると面白いのではないかと思う

〇趣味活動支援もテーマになりうる

〇在宅での「立ち上がり支援」は面白いテーマである

〇絶対１つに絞りこまなければならないわけではないので、

アイデアはいくつでも披露して頂きたい

〇支援機器の利用者の体のことについて、医療系の学生さ

んが他の学生さんに説明して、見た目でわかること以外

も考慮して検討してほしい

〇できれば、利用者側をよく知る人にみていただき、ブラ

ッシュアップしてほしい

〇元気な時と同様な生活ができるためには、どういう工夫

がよいのか、自由に考えてアイデアを具体化するとよい

〇布団で寝たい人の移乗という点で、まず利用者の希望を

叶えるという考え方が非常によい。介助する側の負担の

前にニーズ、主体性が利用者にあることは見失わず進め

ていくと、今までにはない発想が生まれると思うので期

待している

〇ポイントではなく、前後の生活とつなげてどうかという

見方も合わせて検証すると使ってもらえる機器になる可

能性がふくらむ

〇生活は改善されても趣味を継続できないという点につい

て、趣味があるかないかで QOLに大きな差が出ることは

明らかである。人にとって「趣味」とは何か？楽しみ？

喜び？生きがい？継続できない場合、そこを補うものが

あればよい。特に「生活は改善されても、以前の趣味の

継続…」のような視点は、とても重要だと思う。本来は、

「趣味活動も含めて」生活があるべきなのに、施設見学

の様子では、「日常生活」と「趣味活動」に乖離があっ

たということか。生活が「特別な生活」ではなく、ノー

マルな生活になるような考え方は重要だと思う
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第２回 〇認知症の生活の困りごとを解決するアイデアとしてメモ

をどのように運用するのか、そこの実用的な使い方を具

体化することに期待する

〇義歯の話は、今まで聞いたことがないので新規性が高く、

とても興味深い

〇ユーモアのあるモノをいろいろと考えてもらえると嬉し

い。知らないことをさまざまな方々に聞くことはとても

大事だと思う、その聞いたことから、皆さんが一緒に考

えて、アイデア、作品をつくることを通じて、きっとた

くさん気がつくことがあると思う

〇義歯に脱水、外れたらお知らせ、実食防止はこれまでし

ていないアイデアである

〇手がかりを与えてくれるメモなどの機能が必要である

〇短期記憶障害をサポートする機器について、イベントご

と忘れるという特徴がある。認知症の方の記憶障害の特

徴を調べて頂きたい。手がかりを与えられると思い出す

人もいるので、手がかり機能があるだけで改善する人も

いる。また、心が安定すると状態が改善し、忘れるとこ

ろを忘れなかったということもある

〇義歯、異食は認知症が相当進行した状態の方である。対

象はどういう方なのか。もう少し軽い方を対象にするの

か。機器は、「総入れ歯」ではなく、簡易なマウスピー

スなど普段違和感なくはめるものでも十分機能が果たせ

るのではないか

〇認知症高齢者の生活を実態として、深く知る必要がある。

何よりも当事者の理解が想像だけでなく現実に基づいた

ものであることが大事である。気づいたことが、実際ど

うなのか照らし合わせて検証してほしい

〇生活を共にする頼れる家族として位置づけられると、自

尊心を傷つけることなく、自立した生活継続につながる

と思う

〇メモの紛失は記憶概念への挑戦だと思って聞いた。メモ

が必要な時に取り出せるという、取り出しの機能が重要

という気がした。メモを取った時の場面や時間から引き

出せる。メモの場面の時間や内容になったら知らせされ

る機能がつくと効果的だと思った。例えば、パソコンの

どこどこにあるといわれても、人がつくったところから

探すというのはとても難しい。認知症の方もそういう状

態であるため、メモを取り出して自分のところに持って

くるところまでが困るのではないかと感じる。また、自

分はよく眼鏡をどこかに置いてなくなる。そして、眼鏡

がないと眼鏡を探せないということがよくある。そうい

う時は、いったん諦める。すると、自分の行動パターン

はあまり変わらないから巡り合える。だからなくなって

も慌てない

〇短期的な記憶機能でくじけそうでも、長期的なものは残

っていることが多い。回想法のように昔の音楽や写真な

ど、たまには励ましの効果もあるとよいのではないか

〇認知症向けのメモの問題は、興味深い課題だとは思う。

若い方には、なかなか想像しにくいかもしれないが、メ

モが必要とされる状況、本人の感じ方などにも目を向け

て、何をすれば課題が解決でるかを考えほしい

〇「認知症の進行予防と改善」の部分で、生活リズムに着

目した点は高く評価できる「精神的な刺激を…」のよう

な視点はよく見聞きする、その前段階として、生活リズ
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ムを整えること、そのためには必要な栄養や水分を摂取

することが重要である。あとは、どのようなツールが開

発できるか。単なる「コミュニケーションロボット」に

とどまらないことを期待している

〇提案されている課題は、特に認知症の初期に多くみられ

る課題で、ご本人をはじめ、家族など身近な者がその混

乱の影響を受ける。「メモの紛失」には、書いたこと自

体を忘れること、メモを置いた場所を忘れることがある。

どちらにも対応できるとよいと思う。また、離れた家族

がそのメモを共有できる機能は、遠距離も含めた家族介

護を助けることにもつながると思う

〇認知症のエピソードに、友人と「明日の 10時に〇〇駅

で会う」という電話での約束をメモして、翌日にそのメ

モをみて「明日の 10時か」と思い込んで、約束を反故

して友人と疎遠になったというものがある。また、メモ

が増えすぎて、どれが重要なメモかわからなくなるとい

う方もいる

〇メモをする行為を裏でデジタルデータ化して、タイムリ

ーに知らせることができるとよい

第３回 〇食は生きる喜びにつながる大切な要素なので義歯を気に

せず、おいしく食べれる工夫を考えてください

〇面白いと思いました。私だったらどう考えるだろうと考

えて、自由な発想を広げて頂きたい。例えば、失くして

しまう、汚れるので洗浄しなければならない、そういう

ことを考えた時に、そもそも洗浄しない義歯はないのか、

義歯はすべて使い捨て、最後食べれてしまうなどといっ

たように発想をどんどん広げて、ないかもしれなくても

面白いことを考えて頂きたい

〇義歯探しは施設でも一大事。見つからなければ食事に影

響が出るだけでなくコミュニケーションに影響が出る

〇いろんな発想をみた人が創造できるのでよいと思う

〇最終的な試作は、そのサンプルとして PRしたらいと思

う

〇洗浄機能と上手く組み合わせるとよいと思う

〇義歯を振動させるという発想が素晴らしいと思う。スマ

ートフォンはなくてはならないもので、バイブレーショ

ン機能にはとても敏感になっていたりする。どこか遠く

で鳴っていても反応してしまうくらいアンテナを張るよ

うになってきているもので、その義歯を振動させるとい

うアイデアには感動した。洗浄という点で、振動で汚れ

を剥離させるような機能を使えるとよいのではないかと

思った

〇GRS よりも BLE（ビーコン）のほうが室内では適してい

る

〇低温プラズマで滅菌可能。超音波振動でさせてうがいで

洗浄が可能か

〇義歯というのがとても面白い着想だと思った。GPSだと

建物のなか全部はとれないので、ブルートゥースをエナ

ジーで電波強度を図って近くなった距離をとるというの

が現実的かと思う。また、固体電池というのが製品化さ

れたので、義歯の中に充填しておいて外部から充電とい

うのも可能かなと思う。医薬品というふうになるかどう

かはわからないが

〇義歯という使用される方が多い中で着想されたことが面

白いと思う。咀嚼、嚥下機能を記録できるような機能に

も着目されるとより注目される義歯になるように思う

〇義歯ということで、介護業界とは切っても切り離せない

のが現実だと思う。女性の立場からすると、義歯ケース

というのは、現状おしゃれなものがない。部屋の片隅や

枕元に置いておくことが多いと思うので、そういったと

ころで、ぜひセンスのある学生さんのアイデアで考えて

頂きたい。洗浄のところで乾燥といったと思うが、乾燥

すると変形の原因となるので、乾燥はさせないで頂きた

い

〇義歯のバイブレーション機能は、お知らせ機能として活

用が期待できる

〇噛んでいることがモニターできるのであれば、嚥下摂食

のモニターになる可能性がある

〇バイブレーション機能というのは、お知らせ機能として
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使えるかもしれない。噛んでいることがモニターできる

のであれば、嚥下・摂食のモニターになる。これも今ま

でにないところではないかと思う。とても大事なのは洗

浄機能である

会　期 進捗状況 推進委員のコメント

第１回 〇事前アンケートの結果をみると、介護についてのイメー

ジがネガティブだが、働く側の生活の楽しさについても

着目している点がよい。自分らしさをもてる、余裕がも

てる、効率化で生活が充実するなど、生活全般をつなげ

ていくところを補助しようという視点をより掘り下げて

いくと具体的な何かがみえてくるのではないか。例えば、

実際に車いすに乗って生活してみるとか、裏づけ作業を

して、気づきからモヤモヤしているところを、具体的に

して頂きたい

〇生活の充実（デザイン、効率化、生活の広がり、複数対

複数、個人対個人など）→（利用者）生きててよかった

→（介護者）生きててよかったと思ってくれてよかった

→実感して進めてみてください

〇現場をみて解決策を考えるのも一つだが、自分がそうな

った時に、楽しくなるにはどうするか、根底から変える

という視点で考えていくのもよい

〇現場の問題点と解決策の追求はとても大切であるが、現

場を変革するアイデアを考えてみることが重要である

〇支援機器の利用者の体のことについて、医療系の学生さ

んが他の学生さんに説明し、見た目でわかること以外も

考慮して検討してほしい

〇生活の中で利用するものであれば、生活の一面のみでな

く、生活で使うことを考えて検討してほしい。デザイン

がよいと、モチベーションが高くなる

〇案をできれば利用者側をよく知る人にみてもらい、ブラ

ッシュアップしてほしい

〇介助者がやらなくてもよい作業を見極めていく時に、人

がやるからこそ意味があったことまで、ロボットに任せ

ないように気をつけてください

〇「問題があった」→その本質的な課題は何か？→どうす

れば解決できるのか？を考えてほしい

〇チームディスカッションの内容と見学の内容との関連が

資料からではわからない。「問題」としていることを見

学でみることができたのか 

〇「喜びを分かち合える」「生活の楽しさ」という視点は

よ　　

　い

〇ロボットではなく、「ペット感覚」という馴染みやすい

ものという発想はとても大切である。利用者にとって違

和感や不安を与えるものであってはならない
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〇新規ロボットのテーマとして、「安否確認」「室内の清

掃」などが上がっているが、それらの行為は何のために

行われているか、何を大切に行っているのかなど、介護

内容の根拠をしっかりと調べるとよい

〇ユニット型の施設は、少人数で個別性を重視した介護の

実践を目指している。それを妨げる要因が潜在的なニー

ズとなる

〇レクレーションは種目ではなく、グループ（集団）の作

用を活かして、楽しむことや交流の機会を得ることが本

来の目的の一つである

第２回 〇単なるコミュニケーションではなく、実現できる機能が

組み込まれるとよい

〇誰と誰がコミュニケーションするのかをイメージすると、

お年寄り同士のみとは限らないので、さまざまな人が参

加できるうえに、お年寄りの使いやすさを配慮したポイ

ントがあると思う

〇ユーモアのあるものを、いろいろと考えてもらえると嬉

しい。知らないことを、さまざまな方々に聞くことはと

ても大事だと思うが、その聞いたことから皆さんが一緒

に考えて、アイデア、作品をつくることを通じ、きっと

たくさん気がつくことがあると思う。よいと思っても、

うまくいかないこともあるが、うまくいかない原因がわ

かれば、さらによい提案ができる。そうすると聞いたこ

とが知識でなく、応用がきく知恵につながると思う。そ

ういう意味で、本事業はたくさんの失敗をして、たくさ

んの発見をしていただけるよい機会だと思う。限られた

時間で、厳しいと思うが、なるべく楽しく進めてほしい。

また、みなさんの活動をみて、私も気づくことが多々あ

ると思う

〇時間と場所と活動を共有でき、それに満足できる（この

場合の場所はネットワーク上）ことが必要である

〇「やりたいことを一緒に実現する」ことは、とても大切

である

〇ターゲットとなる世代を検討してほしい

〇地域には「ワンコインサービス」があり、「やりたいこ

と」のコンテンツに加えることも検討してほしい

〇やりたいことを一緒に実現するのは、とても大切なこと

である。一緒にやって楽しいことが世の中にはたくさん
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ある。それを支える要素として、時間と場所と活動を共

有することである。活動は人それぞれで、この場合、場

所がバーチャル空間ということになっていくと思う。タ

ーゲットとなる世代を考えておく必要がある。何年後に

どういうことが実現するか整理するとよい

〇今までの関係性が継続することは、大きな喜びである

〇和、縁、どちらも維持していると思っていても、つなが

るプロセスを完遂できない（面倒という考えもある）こ

とで疎遠になる現実もある

〇社会とのつながりについては「コンセプトタウン、スマ

ートタウン」などで実現できているものもあるが（探し

てみてください。できれば行ってみてください）、個人

レベルのものは、これからの分野である

〇「施設入居者」にターゲットを絞って交友関係を維持で

きるようなものを考えてみてもよいと思う

〇施設としても、今までの交友関係が施設に入所すること

で途切れるのではなく、施設に入ったからこそ、社会性、

交友関係を継続できるというのもよいのではないかと思

う

〇高齢者のための出会い系サイトという感じで、ドーパミ

ンが出て若返るのではないかと思う。高齢になって社会

とのつながりが希薄になってくるなかで、つながりを促

進するファシリテーションをしてくれるのはとてもよく、

AIのような機能を入れやすいと感じた。その中で一つ

でも、高齢者ならではのポイントを検討してほしい。そ

こに何かよいアイデアがあればよいと思う。例えば、若

い人は 2人になりたいかもしれないが、必ず 3名か 4名

でしか集まれないようにするとか、同じ趣味をもつ人の

集まりではなく、あえて異なる背景をもつ人が集まって

話ができるとか、意外性のある出会いを期待する。その

マッチングの仕方に AIやロボットが絡んでくるとおも

しろい

〇興味深いアイデアだと思う。みなさんがみている本質的

な課題の流れは、「モビリティが失われる→直接会えな

くなることがコミュニケーションの不足を招く」のよう

にみえました。そこから何をすることによって、何を捉

えればよいのか考えてみてはどうか。また、どのような

人が問題を抱えているのかを詳細に考えてほしい

〇人と人は「役割」があって、初めてつながる。そして、

その系は１本よりは２本、２本よりは３本と、増えれば

増えるほど、つながりが強化される。単なる「コミュニ

ケーションソフト（ロボット）」にとどまらないことを

期待している

〇「人と人とをつなげる」アイデアは、学生らしく面白い

発想だと思う。生活環境が変化しても、これまでどおり

の楽しみや、やりたいとこが叶うなら介護生活への安心

にもつながるかもしれない。また、このソフトを使う過

程で、介護者とのコミュニケーションが促進されたり、

相乗効果を生む可能性がある。「やりたいこと」は個別

性が大きいことだと思うので、やりたいことの押しつけ

にならないよう、柔軟に活用できる機能が必要かと思う

〇既存の SNSとの違いは何か。スマートフォンやタブレッ

ト端末を使用するのか。本人がやりたいことを選択した

ら、登録されているお助けマンが登場して解決してくれ

るということか

〇ロボットの要素がみえてこない。やりたいことと、やっ

てあげたいほうを結びつける仕組みに AIが活かせるの

ではないかと思う

〇まさに Cグループでコメントしたことを実現しようとし

ている。社会全体的に人とのつながりが希薄になってき

たとはいえ、「誰かとつながっていたい」という気持ち

が薄れたわけではないと思う。社会の変化に合わせ「つ

ながり方」を変えていけばよいと思う

〇当然ながらコミュニケーションをとることでトラブルに

発展するリスクもある。例えば、マッチングさせた後も

相互に自由にトークさせるだけはなく、AIなどを使っ

て会話のファシリテートをさせてみるのはどうか
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第３回 〇高齢者が街に出た時、何が一番心配で助けてもらったら

幸せなことは何なのかを考えてください

〇非常に面白いと思う。ポイント制度を工夫したりして、

概念につながるような仕組みや仕掛けを考えてほしい

〇介護する側の意識を変えなければならない

〇施設入居者は「何かやりたい」という前に「何ができる

か」で考えてしまう。ニーズが明らかになることは具体

的なケアプランに発展できる

〇施設にいる人たちが、その資源に結びつくのは重要なこ

とだが、現在どのくらいの範囲のつながりで終わってし

まっているのかは調べられているか。まず、いろいろな

資源があるということを明確化し、利用者さんのレベル

まで知ることができるという点がよいと思う。より現実

的なところをさらに深堀りしてほしい

〇どうやったら多くの人が利用するかについての提案も含

めて PRするとよい

〇つながっている実感は、安心感、幸福感にも影響する

〇企業などで、介護度などの情報を知りたいところは多く

あるので、勝手に情報が集まってくるのは非常によいと

思う。そういったところにスポンサーになってもらい、

一部の情報をそのスポンサーに流し、高齢者の方々がど

ういったことに興味があるか、どういうところに住んで

いるか、どういった困りごとを抱えているかなど、いろ

いろな情報がここから得れるならば、端末は無料で配っ

ても価値があるはずである。そういった社会的インパク

トにつながるようなものになる雰囲気があると思う

〇WAtoEN のネーミングはよい

〇セキュリティをどう処理したらよいかという点が気にな

る。去年の高齢者関係の学会発表で、企業が高齢者はボ

ランティアに助けてもらうより、お金で解決してもらう

ほうが気兼ねなくてよいという考え方がある。ワンコイ

ンヘルパーがちょっとしたことを何でも頼めて、学生が

それをアルバイトで行うなど、そういう商売もある。そ

ういったボランティアだけではない考え方もあるのでは

ないか

〇未来性のあるアプリだと思う。セキュリティなどを検討

すべき点はあるが、施設で必要なボランティアのマッチ

ングにも活用できそうに思う

〇セキュリティの点が気になった。また、セッティングの

ことなどを考えると、個人レベルというのはハードルが

高いかもしれない。また、ポイントがたまるのは楽しそ

うでよいが、そのポイントは誰がどういった形で払うの

かなどは検討が必要である

〇実際の高齢者にアイデアを示して、意見を聞いてみるこ

とも大事だと思う

〇ボランティアの登録に着目した点は将来性が有望である。

実現可能性を検討されるとよいと思う

〇とても現実的でよい着眼点であると思う。今すぐには難

しいかもしれないが、これから１０年先に高齢者になる

人にはよいのではないか。田舎の方たちが困っているこ

ととして、ちょっとしたお手伝いが必要な方がいる。調

子がいい時はよいが、体調を崩した時にちょっと助けが

呼べるようなつながりができると非常にありがたい。家

族も含めて依頼をでき、ボランティアを呼べるなど、う

まく活用していけるとよいのではないか
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会　期 進捗状況 推進委員のコメント

第１回 〇アイデアについて、知恵を絞りに絞り出した結果、すで

に似たような物があったということはよく起こりうる。

今ある物から一捻りしてみるというのもよい。それをも

って何を改善・軽減するかを考えていくことが重要であ

る。見学先によって、現状や課題はさまざまあり難しい

ので、具体的なイメージをつくっていくうえでターゲッ

トをある程度絞ってみるとよい。万能型というのはあま

りない

〇薬の飲み忘れに関する製品は、たくさん出ている。認知

症の高齢者は、薬を飲みたくない人もたくさんいる。今

ある商品は楽しくない。薬を飲むのが楽しくなるような

ものをつくってほしい。認知症初期の一人暮らしの高齢

者をターゲットにしてみてはどうか。車いすでの移動に

ついて、実はコントロールの利きにくい下りのほうが危

険をはらんでいる点についても考えてみてほしい

〇発想の方法として、介護施設をみて、そこに入りたいと

思うかと考えてみてほしい。そこから自分が支援者にな

った時に楽しく使えると思うか、自分が使いたいと思う

ものはどういうものかを考えてみて頂きたい。既存の製

品でも、どうすればもっと楽しく使えるようになるかと

いうことを自由な発想で考えてほしい

〇自分達のアイデアの売りは何か、セールストークを考え

るとアイデアがブラッシュアップすると思う

〇気づいたポイントを裏づけるために利用者の肌感、思い

を知ることも大切である。車いすに乗って街に出たり、

今ご自身が生活しているサイクルを車いすに乗って、ど

こまで実現できるのかも実感してみると、さらに具体的

な「気づき」が生まれると思う。ロールプレイをぜひ行

ってやってみてほしい。当たり前の日常が可能になるこ

とが、高齢者にとっては「Amazing」なことである

〇支援機器の利用者の体について、医療系の学生さんが他

の学生さんに説明し、見た目でわかること以外も考慮し

て検討を進めてほしい

〇生活の中で利用するものであれば、生活の一面のみでな

く、生活で使うことを考えて検討してほしい。デザイン

がよいとモチベーションが高くなる

〇案をできれば利用者側をよく知る人にみて頂き、ブラッ

シュアップしてほしい

〇すでにある製品だが、それで皆さんの考えているものが

全部ダメとするのではなく、本質的課題とは何か、対象
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としている人やコスト（製品の価格、使い勝手など）を

検討し、再度見直してみて判断してほしい

〇薬の飲み忘れについては、介護職の配薬ミスも多発して

いる問題もある

〇薬の飲み忘れや用法容量の誤り、飲み忘れも重要な課題

であるが、その前に飲むことの必要性をどの程度認識さ

れているかなど、コンプライアンスの評価が重要である

〇介助なしで道の段差を乗り越える段差解消機の普及や階

段を上る車いすの開発などが先行して取り組まれていま

る。施設やインフラのバリアフリーへの取り組み状況の

調査も必要である

〇先駆的な取り組みをする施設では、排泄日誌をつけて、

対象者の障害の状態に合わせた介護が実践されている。

食事、水分の摂取量、薬物のコントロール、排尿便のタ

イミングなどを総合的にアセスメントして多職種で対応

している

〇「新規ロボットのテーマ」として、３つの案をあげてい

るが，①の服薬管理と、③の膀胱尿量測定については、

この着想での機器がすでに販売されている。もし、この

路線で開発するならば、既存の商品と異なる切り口が求

められるかと思う。②の車いすアシストについては、面

白い発想だと思う
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第２回 〇いろいろなアイデアから絞り込んでプロトタイプを製作

することに期待している

〇さまざまな情報提示の仕方があるので、その点をいろい

ろ考えてみると、さらに面白くなるような気がする

〇できれば、ユーモアのあるものをいろいろ考えてもらえ

ると嬉しい。知らないことをさまざまな方々に聞くこと

はとても大事だと思うが、その聞いたことから、皆さん

が一緒に考えて、アイデア、作品をつくることを通じて、

きっとたくさん気がつくことがある。よいと思っても、

うまくいかないこともあるかと思うが、うまくいかない

原因がわかれば、さらによい提案ができると思う。そう

すると聞いたことが知識でなく、応用がきく知恵につな

がる。そういう意味で、本事業はたくさんの失敗をして

たくさんの発見をするよい機会だと思う。限られた時間

で、厳しいと思うが、なるべく楽しく進めてほしい。ま

た、皆さんの活動を拝見し、私も気づくことが多々ある

と思う

〇予定表示ロボットは、入力するのは誰が行うのかなど、

秘書機能（シャドーワーク）が連携するとよいと

〇服薬は、お薬を飲むことに対するコンプライアンスが大

切である

〇既存品との違いを明確にして検討を進めてほしい

〇予定を確認できるのは、現実でも多くのニーズがある。

人によっては、予定が埋まっているだけで「生きている」

実感を得る人もいる

〇個別性が高いものであり、誰がプログラムするのかは、

とても難しい部分だと思うので、簡素化することも重要

である

〇予定を知れるというのは大事である。高齢者は、スケジ

ュールがないと社会で生きている実感を得られず気分が

落ちたりする。反対に、予定があると気分が上がる

〇アイデアの絞り込みが必要である。車いすの人がいてエ

レベーターに乗る時の申し訳なさへの気遣いは重要な気

づきと思う。自分がいることで、他の人が楽しくなるよ

うなロボット支援となれば、自己肯定感が高まると思う。

いいづらいことを伝えてくれるなど、心の壁をクリアで

きるロボット支援になる

〇新しいアイデアの出し方としては、アイデア Aと Bを組

み合わせて、いらないところをそぎ落とすと Cが出てく

るというような方法がある

〇いろいろと視点で調べられたように見受けられる。資料
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からだけの判断のため勘違いしているかもしれないが、

よくある「困りごと」に目が奪われているようにみえる。

確かに、解決すべき課題であることには間違いはないが、

表面的な部分だけではなく、困っている個々人の感じて

いること、おかれている状況などにも目を向けてほしい。

また、その「困りごと」を本人や介護者の方、家族や施

設の運営者などの違う立場からみると、どうなるかを想

像してみるのもよいかもしれない。一つひとつの「困り

ごと」を深く掘り下げていかないと解決すべき課題が明

確にならないと思う

〇チームのアイデアと、既存の商品とのすり合わせを行い、

さらに一歩前進したようである。服薬管理も、車いすサ

ポートも、どのような対象者を想定するのかによって求

められる機能が変わってくると思う。一方で、「あっと

驚くような発想」にも期待したい。建設的な議論を重ね

てほしい

〇介護ロボットの絞り込みは、これからのようであるが解

決したい課題の絞り込みを進める際には、提案する介護

ロボットによって何が解決するか、具体化を進めること

が大切だと思う。その場合、気をつけてほしいことがあ

る。そのロボットを利用することで、何をもたらすこと

ができるかというメリットを被介護者、介護者双方の視

点からディスカッションしてほしいと思う。チームのロ

ボット開発においてメンバー間での共通認識が促され、

「何のためにこの機能が必要か」など戸惑った際には原

点として大切なものになるので期待している

〇軽度認知症者の行為を促す原則は、現状の事実を伝える

だけで、命令してはいけないという点である。また、監

視されていると思わせてはいけない。忘れていたことを

思い出させてくれるロボットであるべきである。遂行の

有無は確認しなくてもよいと思う。予定をそのとおりに

実行するか、しないかは、個人の自由意志に任せるべき

である。あなたたちは管理されていたいですか？

〇ガスレンジの消し忘れも「火がついています」という事

実を伝えて注意を呼び覚ますことが先であるが、火災の

危険が高くなったら自動消火し、「火災の危険があるの

で消しました」と伝えるほうがよいと思う

〇電動車いすユーザの多くは、自動ドア以外のドアの開閉

を自立してできない。しかし、電動化ユニットはずいぶ

ん前から市販されている

〇キャタピラをつけて全路面走破を可能にしている電動車

いすは米国にありますが、座位バランスを保つのが難し

そうである

〇現場の課題を見つけ、考えた結果、既出の製品があると

いうことは、目のつけどころはあながち間違っていない

ということである。例えば、既出の製品があっても、導

入実績はあまり多くないとすれば、どこかにその要因が

あるはずである。使い勝手が悪いとか、導入費用がかか

りすぎるとか。その要因を解決できれば、一気にシェア

が拡大することもあると思う

第３回 〇独自の機能が利用者にとって、どのようなベネフィット

があるのかを再度考えてほしい。これまでの話にもあっ

たように薬を飲むのを嫌がる人などもおり、今ある既製

品で使われなくなっている機器は多い。ニワトリが追い

かけ回し、薬を飲むまで止まらないとか、このような形

だったら飲んでくれるのではないかなど、最終に向けて、

学生らしい自由な発想で考えていって頂きたい

〇生活の楽しさや生活の潤いの要素に薬の提供機能をもた

せたら面白い

〇認知症の人などは、薬を自分で飲んでいる認識がない。

なぜ、その薬を飲むのかわかない人もいるし、薬自体を

嫌がるということもある。薬だけを提供するだけではな

く、他の生活とつなげる（おいしいごはん食べましょう

ね、そういえば、その前にお薬を飲まないといけないな
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ど）ということも考えてみてほしい

〇耳の遠い人に知らせる工夫をさらに追加するとよいと思

う。据え置きタイプの服薬装置以外は考えてみたか。従

来の製品にこだわる必要はない

〇想定では、そのロボットのそばにいつもお年寄りがいる

ということか。耳が遠いお年寄りなどもいるので、気づ

かせるための工夫を付け足すとよい

〇本当に動く機器をつくるのか。もし、動くところまでや

らないのであれば、今の取り出し口などは、いろいろな

工夫を一部でもイメージ図として描いてみるとよいと思

う

〇薬の多様な形状に対応できるよう、汎用性の高さを向上

できるとよい

〇錠剤を取り出す機能を含む点は、新しいアイデアである。

８種の根拠は何か、１０錠シートだが１週間分か４週間

分は可能か、口に入れるまでを楽しく支援するロボット

を検討してほしい

〇胃酸で発電して電波を出す薬が米国にはある

〇取り出し口が指を突っ込まないといけないようになって

いるので、取り出しやすい形状がよいのではないか

〇誤薬の問題が多いため、テーマとしてとても大切なもの

だと思う

〇散剤や点眼などの忘れがないよう表示や音声で知らせる

機能があってもよいと思う

〇医療行為と支援行為を整理したほうがよいと思う

〇薬をセットする支援ができると、さらによいと思う
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※重複するコメントは要約している

３）最終報告会と推進委員のコメント

最終報告会については、進捗報告会におけるメンバーに加えて４７協議会のプロジェクトコーデ

ィネーターおよび推進委員も参加して事業全体の関係者に披露するかたちで実施した。手順として

は、学生協議会ごとのプレゼンテーションに続いて推進委員をはじめとする関係者を交えたディス

カッション方式で進行した。

表ｖ-４-２に最終報告会の概要と、それに対する推進委員の主なコメントを示す。推進委員の主

なコメントについては、進捗報告会と同様に、着眼点や検討の進め方、評価点などについて寄せら

れていた。また、これまでの進捗報告会に比べて提案されたロボットの機能性や、今後の進め方な

どについて、より具体的な意見やアドバイスが顕著にみられた。

表ｖ-４-２　最終報告会と推進委員の主なコメント

成果報告の概要 推進委員のコメント・質疑
Aチーム：オークリー

①元気高齢者の自立・自律を支援する

「ゴミュニケーションロボット」

〇着眼点としてゴミに目をつけた点がすばらしい

〇生活には、日次、週次、月次、年次の行事があるが、これ

は、日次、週次にあたるもの。人の生活リズムに関わるこ

とでもある

〇機能性としてコミュニケーションをとれる点で、親和性が

生じ、孤立感を抑制することが可能である

〇Ｑ：サイズを決定する際に、何を根拠に決めたのか

Ａ：特に既存の基準を参考にしたわけではなく、腰の位置

に利用面を設定した

②多機 NEWトイレ　　 〇着眼点として排泄は生活活動を行ううえでの基本の一つ。

生理現象であるため、避けてとおれない課題

〇機能性として狭い空間で設置が可能。イベント会場、被災

地の避難所での利用が可能ではないか

〇アイコンをつくって、設置がわかるようにしてはどうか

〇足台の収納はどうするか検討したほうがよい

〇Ｑ：サイズを決定する際に、何を根拠に決めたのか

Ａ：特に、既存の基準を参考にしたわけではない。自分た

ちの使用感から仕様を決定した

〇手順として、靴は脱いでから上がるほうがよいだろう
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Ｂチーム：モビリティ専隊令和Ｘ

楽しく安全な歩行を支援するロボット

パーキンソン氏病を対象

〇機能性として聴覚刺激（リズム管理）と視覚刺激（すくみ

足抑制）機能をもっている

〇馬蹄型の歩行器を利用しているため、前方突進減少の抑制

は可能だが、左右の非対称性※が得られにくい

〇楽しく歩行練習ができるのは評価できる。それ以外の利用

目的の設定が必要である

〇ニーズを把握したうえでデザインされたものか？実際には

試していないのか？現場で試すことが必要である

〇Ｑ：モデルに選んだ歩行器は速度制御が可能だからか？

Ａ：そのとおり

〇座る機能はよいが、ブレーキのかけ忘れの制御機構がある

とよい

〇パソコンが（座面に）置いてあると座れないので、検討が

必要である

〇視覚刺激は一歩目が出るとよいので、歩き出した後の提示

は考えたほうがよい

※左右の非対称とは、歩行時に前脚と後脚が交代し、体が回

旋する様子をいう

Ｃチーム：ガガーリン

〇認知症者を対象、入れ歯忘れ支援

〇見守りロボットで実現

〇顔認証（入れ歯つけてる時を記憶）と磁石を利用

し、磁場カメラで認証し部分入れ歯の装着の有無

を検出する

〇入れ歯をフクロウに入れる前に、有り無しがわかり、加え

てどの時点でないのか時系列でログが残っていると、事後

の捜索が用意となる。誤嚥を未然に防ぐこともとても重要

である

〇咀嚼状況を見守ることも重要である

〇多機能なのは少し絞るべきである

〇磁石を口の中に入れるのは慎重にすべきである

〇外した後にフクロウの中での洗浄機能はつけないのか

〇フクロウを取り入れたことはデザイン性がよい

〇安定性の面で足などの設置は工夫したほうがよい

Ｄチーム：Ｄ

〇WA to EN
・人と人の関係性を創出するシステム

・その人にあったイベントやボランティアを推薦す

る機能

〇受動的なイベントの多い介護サービスにあって、能動的に

イベントやコミュニティを探すサイトがあることは、これ

までにない

〇運営方法はだれが、どのように行うのか

例）総合事業など自治体に運営してもらうのも一つ

例）できるだけ若者（学生）が運営するのがよい

〇自分のできることをエントリーすることもよい

〇Ｑ：（稼働の）エリアはどうするのか

Ａ：市行政域を試験的に考えている

〇悪用のリスクを検討すべきである

〇お薦めイベントのページは図と字を明確にすべきである
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Ｅチーム：Amaze

〇MEDICAT
・薬の飲み忘れ、ネガティブなイメージの解消

・小判を差し込まないと鳴きやまない

・飲むと、すごろくが画面に出る

〇小判を差し込まないと鳴きやまない機能はユニークである。

　ただし、物忘れが根本にある場合、逆効果になるかもし

れない。適応像を明確にする必要がある

〇猫キャラだけでなく、他のキャラも考えてよい

〇薬は誰がセットするのか検討が必要である。薬剤師にもイ

ンタビューするとよい

〇既存の機器との差別化をしておく必要がある

〇Ｑ：スマホでなくタッチパネルがよいのではないか

Ａ：そのとおり

〇薬のセットは誰が行うのか、本人だとすれば、リスクも考

えるべきである

〇Ｑ：入力させる事項は何か

Ａ：時間と用法用量

〇Ｑ：すべて本人が実施することを想定しているのか

Ａ：そのとおり

〇Ｑ：医師や家族への通信機能も検討すべきではないか

Ａ：今回は検討にとどめた


